
震
災
や
水
害
、
火
災
な
ど
に
、
ま
ず
出
動
す
る

の
が
消
防
署
。
し
か
し
鈴
鹿
市
は
消
防
職
員
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
消
防
車
１
台
に
５
人

乗
車
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
２
人
、
３
人
し
か
乗
ら

ず
に
出
動
し
て
い
る
実
態
を
示
し
、
大
幅
な
人
員

増
を
求
め
ま
し
た
（
07
年
）
。
人
員
は
07
年
１
８

８
人
か
ら
11
年
１
９
５
人
、
12
年
目
標
２
０
０
人

と
増
え
て
い
ま
す
が
、
消
防
庁
の
「
整
備
指
針
」

の
基
準
は
３
０
０
人
で
す
。
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
マ

ン
パ
ワ
ー
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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住民の福祉・教育・くらしを守り

被
災
者
救
援
、
復
興
支
援
と
と
も
に

災害から命を守る鈴鹿市政を

昨
年
10
％
も
増
税
さ
れ
、
４
人
家
族
・
年
収
３
０

０
万
円
で
年
額
35
万
円
と
、
暮
ら
し
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
５
億
円
を
国
保
に
繰
り
入
れ

て
、
市
民
の
負
担
を
へ
ら
し
ま
す
。

◎
市
防
災
計
画
を
見
直
し
、Ｍ
９
・
震
度
７
に
対
応

し
た
計
画
に
。

◎
住
宅
耐
震
補
強
を
、
も
っ
と
市
民
が
利
用
し
や

す
い
制
度
に
。

◎
各
地
避
難
所
の
指
定
と
誘
導
方
法
を
見
直
す
。

◎
市
の
公
用
車
す
べ
て
に
放
送
機
器
を
付
け
る
。

◎
旧
神
戸
中
校
舎
を
壊
さ
ず
に
、
大
震
災
被
災

者
に
提
供
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

◎
避
難
の
長
期
化
に
対
応
し
た
物
資
の
提
供
を

市
民
に
呼
び
か
け
る
。

日
本
共
産
党
は
提
案
し
ま
す

消
防
防
災
に

も
っ
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を

い
ざ
と
い
う
時
、市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ふ
だ
ん
か
ら
市
民
に
や
さ
し
い

行
政
を
心
が
け
て
い
て
こ
そ

地
元
の
業
者
、
職
人
さ
ん
に
工
事
を
し
て
も
ら
え

ば
市
が
助
成
す
る
制
度
が
、
全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
、

大
評
判
で
す
。
不
況
に
あ
え
ぐ
業
者
さ
ん
の
「
仕
事

起
こ
し
」
に
な
り
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
予

算
の
15
倍
、
耐
震
防
災
に
も
役
立
ち
ま
す
。

せ
め
て
義
務
教
育
ま
で
は
、
お
金
の
心
配
な
く
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
に
と
、
す
で
に
亀
山
市

は
中
学
生
ま
で
無
料
に
し
て
い
ま
す
。
鈴
鹿
市
で
も

実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日本共産党は提案します

●
高
く
て
払
え
な
い
国
保
税
を
、一
人
１
万
円

引
き
下
げ
ま
す
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
、
中
学
校
卒

業
に
ま
で
広
げ
ま
す
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
（
費
用
の
１
割
、

限
度
額
20
万
円
）制
度
を
つ
く
り
ま
す
。

す
ぐ
に
出
来
る
こ
と
と
し
て

３７１-０４２３

生活相談など､お気軽にご連絡下さい

石
田

秀
三

３８４-３７４０

市
議
会
議
員

森
川
ヤ
ス
エ

市
議
会
議
員

未
曾
有
の
大
災
害
、い
ま
だ
に
被
害
の
全
体
が
明
ら
か

に
な
ら
な
い
、そ
の
上
に
原
発
事
故
の「
人
災
」。
現
地
で
苦

難
に
直
面
す
る
皆
さ
ん
に
、
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、「
東
海
・
東
南
海
地
震
が
こ
ん
な
規
模
で
起
こ
っ

た
ら
？
」「
県
・
市
の
防
災
計
画
は
万
全
か
？
」を
、
改
め
て

真
剣
に
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
街
の
防
災
を
見
直
そ
う
!!



市民のねがいに正面から答える議会に市民のねがいに正面から答える議会に
鈴
鹿
市
議
会
で
は
、
こ
の
４
年
間
で
市
長
提

案
の
議
案
（
予
算
、
決
算
含
む
）
が
合
計
３
２
８

件
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
「
原
案
可
決
」

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
議
員
が
、
す
べ
て
の
議
案

に
賛
成
と
い
う
の
が
、
鈴
鹿
市
議
会
の
実
態
で

す
。
こ
れ
で
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
の
役

割
が
果
た
せ
る
で
し
ょ
う
か
。

共
産
党
市
議
団
は
、
全
議
案
の
12
％
、
39
議

請 願 名 賛否の数 備 考

25人下限条件を撤廃
し、真の30人学級実
現を求める請願

共産党など
賛成１３、
反対１７

四日市市議会
では全会一致
で採択された

鈴鹿市直営の中学校
給食の早期実現を求
める請願

共産党など
賛成４、
反対２６

市民の署名
約１万８千人
が寄せられた

所得税法56条(家族
労働を認めない)の
見直しを求める請願

共産党など
賛成７、
反対２３

三重県議会で
は全会一致で
意見書を議決
した

■鈴鹿市議会で「不採択」
となった、市民の請願

一
方
で
、
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
が
、
充

分
に
審
議
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
不
採
択
」
に
さ

れ
て
い
ま
す
（
別
表
）
。
「
30
人
学
級
」
の
請
願

は
四
日
市
市
で
、
「
所
得
税
法
」
の
請
願
は
県

議
会
で
、
自
民
、
民
主
、
公
明
な
ど
全
会
派
が

賛
成
し
て
採
択
さ
れ
た
の
に
、
鈴
鹿
市
で
は
多

く
の
議
員
が
反
対
し
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
沢
山
の
署
名
と
と
も
に
出
さ
れ
た

「
中
学
校
給
食
」
の
請
願
は
、
い
っ
た
ん
署
名

に
応
じ
た
議
員
ま
で
反
対
に
回
り
、
切
実
な
市

民
の
声
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
資
料
も
見
て
く
れ

な
い
議
員
、
ヤ
ジ
を
と
ば
す
議
員
も
い
て
、
初

め
て
傍
聴
に
行
っ
た
が
、
議
会
に
も
議
員
に
も

が
っ
か
り
で
す
。
」
（
鈴
鹿
市
に
中
学
校
給
食

を
実
現
さ
せ
る
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

市
長
提
出
議
案
に
は
何
で
も
賛
成
す
る
が
、

市
民
の
願
い
は
な
か
な
か
通
さ
な
い
市
議
会
。

こ
れ
で
本
当
の
市
民
の
代
表
と
言
え
る
で
し
ょ

う
か
。

案
に
反
対
、
９
割
ほ
ど
の
議
案
に
は
賛
成
の
態

度
を
取
り
ま
し
た
。
反
対
し
た
議
案
は
、
国
保

税
の
値
上
げ
や
不
燃
物
処
理
場
の
民
間
委
託
、

医
療
科
学
大
薬
学
部
へ
の
８
億
円
も
の
助
成
な

ど
、
ど
れ
も
市
民
の
立
場
か
ら
見
て
賛
成
で
き

な
い
も
の
で
す
。
市
議
団
は
毎
回
、
本
会
議
で

の
討
論
に
立
ち
、
議
案
の
問
題
点
な
ど
を
は
っ

き
り
指
摘
し
、
改
善
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

市
長
が
「
退
職
金
」
を
４
年
ご
と
に
１
９
０

０
万
円
も
受
け
取
る
、
こ
ん
な
特
権
的
な
制
度

は
な
く
せ
と
主
張
。
ま
た
「
生
活
保
護
不
正
支

給
事
件
」
の
穴
埋
め
に
、
市
補
助
金
で
運
営
す

る
職
員
共
済
組
合
の
積
立
金
を
４
千
万
円
も
流

用
す
る
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
と
撤
回
を
迫
る
。

議
会
で
ハ
ッ
キ
リ
と
問
題
を
追
及
し
て
い
る
の

良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も「
何
で
も
賛
成
」

で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
た
せ
な
い

切
実
な
市
民
の
声
、
通
ら
な
い
市
議
会

お
か
し
い
こ
と
は
ズ
バ
リ

「
お
か
し
い
」と
指
摘
、
改
善
を
求
め
る

が
日
本
共
産
党
市
議
団
で
す
。

肝
心
な
時
に
、
肝
心
な
こ
と
を
言
え
な
い
議

員
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
相
手
が
誰
で
あ
ろ

う
と
、
市
民
の
立
場
か
ら
シ
ッ
カ
リ
も
の
言
う

議
員
が
、
市
議
会
に
は
必
要
で
す
。
日
本
共
産

党
鈴
鹿
市
議
団
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に

こ
た
え
て
、
全
力
を
あ
げ
ま
す
。


